
OPE-MAN/URS-2/2507 

自動溶剤再生装置 

アンコール
型式 URS600EP2CE-J 

取扱説明書 

ご使用前にこの「取扱説明書」をよく読み正しく 
お使いください。誤った取り扱いは機械の故障や 
大変な事故につながります。 
機械を操作する前にいつでも見られるように大切 
に保管してください。 



URS600EP2CE-J

URS600EP2CE-J

付属品セットと使用法・適応溶剤リスト
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印付きの下記のマークは安全上、特に重要な項目ですので必ずお守りください。 

危険 適切な事前注意をとらないと 

が大きいことを示します。 

警告 適切な事前注意をとらないと 

があることを示します。 

注意 適切な事前注意をとらないと 

があることを示します。 

留意 製品の使用上の留意点や参考となる事柄を示します。 

火気厳禁 
●高熱、火気、火花等引火原因となるものの付近への設置は、絶対に避けてください。
●本体近くでは、たばこの喫煙や火花が出るような作業をしたり、火気を近づけたり絶対
にしないでください。

●換気の不十分な狭い場所での作業は、飛散した溶剤ミストに引火したり、蒸気を過分に
吸引することがあり危険ですから、必ず換気の良い場所で使用してください。

●この装置にはアース線が付属していますので、アースの接地は確実に行ってください。
アースが不十分ですと、静電気によるスパークで爆発や火災の危険性があります。

●蒸留運転中に安全外フタやタンクフタを絶対に開けないでください。気化したガスが大
量に出て大変危険です。

●ライナーバッグとバッグホルダーは、必ず正しく取り付けてください。

●酸やアルカリ性の腐食性溶剤は、決して使わないでください。蒸留タンク、ラジエター
等の金属を腐食する可能性があり、大変危険です。

●決してこの装置を の再生には使わないでください。
は、摂氏 135 度で発火する可能性があります。 

●蒸留運転中は、装置内外の温度がかなり高くなり、触れるとやけどする可能性がありま
す。

●フタを開けた状態での本体の移動はしないでください。突然フタが閉まり、指等をはさ
む危険があります。

●シンナー缶等の容器は、専用のフタをして安全な場所に保管してください。

●保守、点検等を行う場合は、必ず電源プラグを抜くか主要スイッチを切り、本体に電気
が流れていない事を確認し、装置が十分に冷めているのを確認してから行ってください。 

●蒸留運転中に、シンナー蒸気の漏れ、異音、その他の異常が発見された場合、速やかに
“STOP”ボタンを押して蒸留作業を停止し、電源プラグも抜いてください。

●関係者以外やお子様は近づけないでください。誤った操作やいたずらにより思わぬ事故
を招きます。

安全のために  

危 険 

警 告 

注 意 
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１使用上の注意(安全にご使用いただくために) 

1-1 設置
①本溶剤再生装置を、換気の良い場所に設置してください。

②設置調整台脚を、設置場所の床の表面状態や、使用される溶剤受け容器の高さに合わせて

装置が水平にしっかりと設置されるように、調節してください。

③電源が本体の後ろになるように設置し、交流 200V(ボルト)、8.0A(アンペア)の電源に

しっかりと接続してください。コントロールパネルの、READY(L)ランプ、又は両方のラン

プの点灯により、電気が供給されたことが分かります。

1-2 使用上の注意事項
①作業中は溶剤が体に付着したり、溶剤を吸い込んだりする事があります。保護眼鏡、手袋、

エプロン、マスク等を必ず着用してください。

②タンクに溶剤を注いだり、清掃する際には、蒸気を吸い込まないように注意してください。

③蒸留する溶剤は必ず、可燃性、有毒性、発火点等を製品安全シートでご確認ください。

＊製品安全シートは、溶剤製造メーカーにてもらうことが出来ます。

④汚れた溶剤をタンクに注入する際、ヘドロ状・固形物は、ザル等で漉してから注ぐようにしてく

ださい。トラブル・エラー等、問題が発生する恐れがあります。

1-3 付属品セット
① 本機には下の表にある様に,多くの付属品が含まれています。これらの付属品を上手に使うこと

に依って,本機の多様な性能を充分に引き出して下さい。

・付属品名称と用途 個数 

取扱説明書 1 部 

耐熱ライナー・バッグ

（固形の蒸留カスを除去する為に使用します。1 枚は,あらかじめ蒸留タンク

に取り付け済みです｡） 

3 枚  

バッグ・ホールダー （蒸留タンクに取り付け済み｡） 1 個 

吸入用ホースセット  

（廃液を,外部の廃液ドラム缶等から蒸留タンクに吸入します｡） 1 セット 

吸入用転送ホース・セット  

（廃液を,塗装ガン洗浄機等の外部機器から蒸留タンクに吸入します｡） 
1 セット 

移送用転送ホース・セット 

（再生液を,塗装ガン洗浄機等の外部機器や再生液貯蔵用のドラム缶等に移送

するのに使用します｡） 

1 セット 

② 本機の梱包を開けて上記の付属品が入っているか確認して下さい。

③ 取扱説明書や直ぐに使わない付属品は大切に保管して置いて下さい。

④ 耐熱ライナー・バッグは消耗品ですから、早めに発注して常時在庫しているように

1. 塗装工場，板金工場等で, 溶剤蒸気が常時多量に発生する様な場所や, 第一種，第二種危険地域

に指定されている場所に設置する場合,必ず専門の電気工事業者に依頼し,適用される諸規定や

法規に従って正しく本機の設置と電源コードの接続を行なって下さい｡

2. 塗料や溶剤から出る溶剤蒸気は,通常,空気より重いので,床に近い所に停滞します｡ 従って高熱

を発したり,スパークが発生する可能性のある機器(特に電気機器)や,電源プラグの差込等は床上

50cm 以上のなるべく高い位置で,本機から出来るだけ離れた位置に設置する事が大切です。

3. 電源コードを人や車両等の往来の可能性のある床面を通して設置せざるを得ない場合,必ず金属製

のダクトやカバー等で保護し電源コードの損傷を避けて下さい｡

 重 要 注 意
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２仕様諸元表 

型 式 URS600EP2CE-J 

防爆規格 IECEx BAS11.0057,Baseefa 11 ATEX0118, Ex db ib IIA T2 Gb CE1180 

電 源 ＡＣ２００Ｖ ８．０Ａ ５０/６０Ｈｚ 

消費電力(W) 最大１６００Ｗ 

蒸留方法 加熱、冷却による連続蒸留 

タンク加熱方式 直接加熱方式 

冷却方式 高率コンデンサー、ファンモーターによる強制送風式 

制御方式 マイコン制御(自己診断機能付)

温度設定方法 タッチパネル式温度設定

再生容量／回 １８ﾘｯﾄﾙ/回 

蒸留速度 約４～６ﾘｯﾄﾙ/毎時 

タンク注入方式 タイマーとダイヤフラム・ポンプによる自動注入方式

再生溶剤転送方式 タイマーとダイヤフラム・ポンプによる自動転送方式

安全機能 防爆構造・無発火電気回路・ヒーターサーモスタッド・ファンサーモスタッド・ 

コンデンサーサーモスタッド・高圧安全弁・自己診断機能・エラーコード表示機能・ 

ヒーター及びコンデンサー感熱プローブによるデジタル安全プログラム・

タンク安全外蓋・安全タイマー・シンナー缶機体内収納・三重遮蔽ヒーター

高圧安全弁作動 ０．００３～０．００７Ｍｐａ 

安全タイマー 最大６時間にて加熱停止 

使用環境 屋内・屋外(火気及び高温発生源が付近にない事) 

使用環境温度 ５℃～３５℃ 

供給空気圧力 ０．５Ｍｐａ 

蒸留可能沸点範囲 ９０℃～２００℃ 

自己診断機能 マイクロプロセッサーによる自己診断機能、エラーコード表示

タンク室材質 高熱伝導性ステンレス・スティール 436L 

装置外装材質 

寸法 L×W×H(cm) 

ステンレス・スティール

５０×５０×１１０

重量(kg) ５０kg 

付属品 ライナーバッグ…３枚(１枚はセット済み)、取扱説明書

バック・ホールダー(蒸留タンクに取付済)、洗浄キット 

吸入用ホースセット、吸入用転送ホース・セット、移送用転送ホース・セット 

※ 部品・付属品・仕様に一部変更がございますので、画像や表示の違うものがございます。
ご注意くださいますようお願いいたします。
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３各部名称・機能及び、基本操作                
 

3-1 各部名称 

 

番号 名称 番号 名称 

２３ コントロール・パネル ３８ サービス・ドア 

２４ 自動制御マイコン盤 ３９ 装置本体ドア 

２５ 電源コード （プラグは付いていません） ４０ 転送用タイマー 

２６ 空気供給ホース ４１ 再生溶剤出口パイプ 

２７ タンク注入タイマー ４２ 再生溶剤収容缶の開口部 

２８ 転送用ホース接続口 ４４

６
安全外蓋ステー 

２９ 転送用吸入ホース ４３ 背面カバー 

３０ 転送用ダイヤフラム・ポンプ ４５ 安全外蓋ステー・摩擦板 

３２ タンク注入用ダイヤフラム・ポンプ ４６ 冷却用ラジエター 

３３ 再生溶剤収容缶 ４７ 空気供給接続口 

３４ 調節脚 ４８ タンク注入用ホース接続口 

３５ 安全外蓋ハンドル ４９ 移送用転送ホース 

３６ 安全外蓋 ５０ タンク注入用ホース 

３７ 溶剤再生装置本体   
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蒸気吸込口
バッグの上端を
下に押し込む

バッグホルダー

バッグホルダー

図１ 図２ 図３ 図４タンク

ライナーバッグ

３各部名称・機能及び、基本操作                
 

3-2 ライナーバッグの取付 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①安全外フタ(36)を完全に開けます。 

②タンクフタのクランプレバーを持ち上げロックを解除し、   

タンクフタを開けます。 

③タンクの底に平らになるようにライナーバッグを入れます。

(図１) 

④バッグホルダーを指で押し縮めてライナーバッグ内に入れ

ます。(図２,３) 

⑤バッグホルダーをタンク段の上で蒸気吸込口の下にくる位

置にセットします。 

⑥ライナーバッグのふちを内側に折り曲げます。(図４) 

◆高圧安全弁◆ 
タンクフタは、安全のため自動減圧弁構造になっています。 
タンク内に圧力の異常な増加が生じた場合自動減圧弁が作動し 0.003～

0.007Mpa で、圧力を解放し始めます。 

 留 意 

 
ライナーバッグ、バッグホルダーは、必ず正しく取り付けてください。 
誤った取り付けをすると蒸気吸込口をライナーバッグが塞ぎ、危険な 
高圧状態や爆発につながります。 
付属のアース線は必ず取り付けるようにしてください。 

 注 意 

クランプレバー 

ロック解除
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３各部名称・機能及び、基本操作 

3-3 廃溶剤の注入方法
① タンク蓋（3-3 上面図 57）を開けてライナー・バッグがタンク（65）内に正しくセットされているのを

確認します｡

② 付属品セットに含まれている, タンク注入用ホース(3-1各部名称50)の一端のコネクターを本機背面の

タンク注入用ホース接続口(48)に接続します。

③ 汚れた溶剤が入っているペール缶,ドラム缶,等を本機のなるべく近くに設置します。

④ 上部の開口部のプラグを外してから, 開口部を通してタンク注入用ホース(3-1 各部名称 50)の多端の

吸入管が底に着くまで差し込んで下さい。

⑤ 注入バルブ(59)のハンドルを時計と反対方向に

９０˚回します｡

⑥ タンク注入用タイマー(3-1 各部名称 27)を時計方

向に一杯に回すとポンプが始動して注入口フィテ

ィング(60)から廃溶剤がタンク(65)内に注入され

ます｡ この際に溶剤が跳ねて周囲に飛び散らな

いように注意して下さい。

⑦ ポンプが止まって注入が完了した事を確認してか

ら、注入バルブ(59)のハンドルを反時計方向に９

０˚回します｡

⑧ タンク蓋(57)を閉じて、クランプ(56)の留め金を

クランプ・フック(62)に掛けてから、クランプ・

レバーを押し下げて、タンク蓋(57)を確りとロッ

クして下さい。

⑨ 本機前面のドアを開けて、再生した溶剤を回収す

る容器(一斗缶、ペール缶等)を置き、溶剤排出口

チューブを溶剤回収容器の上口に２㎝以上入れ、

ドアを閉めてください。

番号 名称 

５６ タンク蓋クランプ

５７ タンク蓋

５８ タンク蓋シール・ガスケット

５９ 注入バルブ・ハンドル 

６０ 注入口フィティング 

６１ ライナー・バッグ

６２ クランプ・フック

６３ 溶剤蒸気出口フィティング 

６４ バッグ・ホールダー 

６５ 蒸留タンク 

廃溶剤が長期保存されていた場合、固形分が低部に沈殿して硬化している事が多いので、充分に攪拌し

て下さい。沈殿した固形分に依って吸入ホースの吸入管が詰まり,注入作業が行なえない事があります。 

注 意
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3-4 コントロールパネルについて 
 

①コントロールパネルは、この装置のすべての操作を行う為の大切な装置です。下図のように、５個 
のランプと２つの押しボタンがあります。 

 
“ＯＮ”ボタンを押すと自動蒸留運転が開始されます。 
“ＯＦＦ”ボタンを押すと運転中、一時的に装置を停止したい場合に使います。 

 

 

 

 

 

 

②“ＲＥＡＤＹ(L)”,“ＲＥＡＤＹ(Ｍ)“，“ＲＥＡＤＹ(H)”“ＨＥＡＴ”“ＦＡＮ”の 5 個のランプ
は以下の状態を示します。 

 

  ●“ＲＥＡＤＹ”ランプ・・・電力が供給されると点灯します。 
  ●“ＨＥＡＴ”ランプ・・・・コントロール回路からヒーターに電力が供給されると点灯します。 

●“ＦＡＮ”ランプ・・・・・コントロール回路から冷却ファンに電力が供給されると点灯します。 
  
 

③“ＲＥＡＤＹ(L)”“ＲＥＡＤＹ(H)”の２つ 
のランプは、自己診断能が不具合を自動的に検出
した場合、点滅をして不具合状況を表示する働き
もあります。詳しくは、Ｐ１４の６－１自己判断
機能を参照してください。 

 
“ＦＡＮ”ランプ点灯中は、“ＯＦＦ”ボタンを押しても冷却フ

ァンはタンクの温度が６０℃以下に下がるまで止まりません。 

留 意

ＬＥＤランプ 押しボタン 

 
タンク上端のフタパッキンに汚れたシンナーや塗料が付くと、シールの寿命が著しく短くなりますの

で、タンク内側上端部のフタパッキン接触面は、ウエス等で拭く等して、いつもきれいにしておいてくだ
さい。 

最大使用量は１８ﾘｯﾄﾙ、最小使用量は６ﾘｯﾄﾙを目安としてご使用ください。溶剤を入れすぎて外側にこ
ぼさないように注意してください。 

汚れた溶剤が、蒸気吸込口に入らないように気を付けてください。蒸留した溶剤に色が付いたりラジエ
ター内部などで目詰まりを起こす可能性があります。 
酸やアルカリ性の腐食性溶剤は、決して使用しないでください。金属を腐食する可能性が有り、大変危険
です。 

 注 意
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３各部名称・機能及び、基本操作 

3-5 URS600EP2CE-J 型の温度設定

①６種類の蒸留設定温度があり、工場出荷時には、摂氏１６５度に設定してあります。

●ＲＥＡＤＹ(L)のランプのみが点滅している。・・・・・・・・・・・・・・・・  蒸留温度摂氏９０度 

●ＲＥＡＤＹ(L)とＲＥＡＤＹ(Ｍ)のランプが２つとも同時に点滅している・・・ 蒸留温度摂氏１１５度 

●ＲＥＡＤＹ(Ｍ)のランプのみが点滅している。・・・・・・・・・・・・・・・ 蒸留温度摂氏１４０度 

●ＲＥＡＤＹ(Ｍ)とＲＥＡＤＹ(Ｈ)のランプが２つとも同時に点滅している・・・  蒸留温度摂氏１６５度 

●ＲＥＡＤＹ(Ｈ)のランプのみが点滅している。・・・・・・・・・・・・・・・  蒸留温度摂氏１９０度 

●ＲＥＡＤＹ(L)、ＲＥＡＤＹ(Ｍ)とＲＥＡＤＹ（Ｈ）のランプが３つ同時に点滅・・ 蒸留温度摂氏２００度

②“ＨＥＡＴ”ランプと、“ＦＡＮ”ランプが消えていることを確認してください。

③“ＯＦＦ”ボタンを押しながら、“ＯＮ”ボタンを一度押すごとに９０度、１１５度、１４０度と

順次切り替わります。希望する蒸留温度のランプがついたときに、“ＯＦＦ”ボタンから指を離すと、

その蒸留温度がメモリーに設定されます。

READY (L) READY (M) READY (H) HEAT FAN 
90°C 
115°C 
140°C 
165°C 
190°C 
200°C 

蒸留滓焼き固めプログラムの働き 

この URS600EP2CE-J 型は蒸留活動が終了した後もヒーターが直ぐには遮断されずタンク内に残った

蒸留滓を加熱し続けることによって更に焼き固める機能を内蔵しています｡ 焼き固めサイクルの 

時間の長さは設定温度によって自働的に決められるように設計されているので調節は必要ありませ

ん｡ 設定温度に対する焼き固めサイクル時間は下の表の通りです｡ 

設定温度 焼き固め時間 設定温度 焼き固め時間 

90°C ３０分 165°C ３０分 

115°C ３０分 190°C ３０分 

140°C ３０分 200°C ９５分 

溶剤の汚れが著しい場合や、油やグリース等が多く含まれる場合、蒸留温度が著しく高くなって

温度設定を最高にしても、完全に再生が出来ないこともあります。

 同じ溶剤を何回も繰り返し蒸留すると、徐々に沸点が上がっていきます。これは、繰り返し使用

するうちに、溶剤に含まれている沸点の低い溶剤から先に蒸発して行くからです。溶剤の沸点は、

汚れ具合や、何によって汚れているかにもより異なります。

 留 意
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４作業操作手順

4-1 廃溶剤の注入
Ｐ７の「３－３ 廃溶剤の注入方法」を参照して下さい。 

4-2 溶剤再生作業開始
① タンク内のライナーバッグ内に、適量の廃溶剤が注入されている事を確認します．

注意：廃溶剤の量が多過ぎると、汚れが溶剤蒸気出口孔からラジエターに流れ出て綺麗な再生溶剤が出
なかったり、ラジエターが目詰りして不具合の原因になります。

② タンクの蓋にセットされているシール・リングとタンクの接着面を綺麗に拭いて下さい。

③タンク蓋のクランプレバーをしっかりロックして、安全外フタを閉めます。

④ドアを開け、排出口チューブが回収容器の開口部に確実に入る様に、容器を設置してドアを閉めます。

⑤再生溶剤にあった、蒸留温度に設定します。
●Ｐ９ 「３－５温度設定」を参照して下さい。

⑥“ＯＮ”ボタンを押すと、自動蒸留運転が始まり、“ＨＥＡＴ”ランプと、“ＦＡＮ”ランプが点灯
します。蒸留温度設定を示すランプも点滅を始めます。

⑦蒸留過程が終了し、冷却過程に入ると、“ＨＥＡＴ”ランプが消えます。蒸留タンクの温度が約摂氏 60
度まで下がると“ＦＡＮ”ランプが消え再生作業が完了したことが分かります。

4-３ 再生溶剤の転送

蒸留過程が終了し冷却過程に入ると、“ＨＥＡＴ”ランプが消えます。“ＦＡＮ”ランプの点灯中は、
次の再生運転を始められませんが、この時点で、下記の手順に従って再生溶剤を外部の容器や機器に
転送する事が出来ます。 本機を塗装ガン自動洗浄装置等に接続して、その装置から出る汚れた溶剤
を、本機に転送し、再生されたきれいな溶剤を再びその装置に転送する事が出来ます。

⑩ 本機のドア(3-1 各部名称 39)を開けて、転送用吸入ホース(29)が再生溶剤収容缶(33)の開口部に充分に

差し込まれている事を確認しドアを閉めます。

⑪ 付属品セットに含まれている, 移送用転送ホース(49)の一端のコネクターを本機背面の転送用ホース

接続口 (28)に確りと接続します。

⑫ 再生溶剤を収容する為のペール缶,ドラム缶,等を本機のなるべく近くに設置します。

⑬ 上部の開口部のプラグを外してから,移送用転送ホース(49)の他端の出口管が振動等で外れる事がない

様に注意して開口部に差し込んで下さい。

⑭ 転送用タイマー(40)を時計方向に一杯に回すとポンプが始動して本体内の再生溶剤収容缶(33)から再

生溶剤を収容する為のペール缶,ドラム缶,等に再生溶剤が転送されます｡ この際に再生溶剤を収容す

る容器が途中で一杯にならないように充分に注意して下さい。

蒸留運転中は、装置内外の部分の温度がかなり高くなりますので、気を付けてください。 
安全外フタやタンクフタは、“ＨＥＡＴ”ランプ点灯中、また消えた後１時間以内はタンク内に蒸気が充満
している為、絶対に開けないでください。 
蒸留運転中に、シンナー蒸気の漏れ、異音、その他の異常が発生した場合、速やかに“ＯＦＦ”ボタンを押
して、蒸留作業を停止し電源も切ってください。時間が経って十分に装置が冷えたのを確認して、点検や修
理を行うようにしてください。 

注 意 

ペール缶,ドラム缶,等は内部に汚れが無く、きれいである事を確認してから使用して下さい。 また 

再生溶剤を長期保存する場合、ペール缶,ドラム缶,等は耐久性のある高品質の物を使用して下さい。

内部が腐食したり錆びたりして、溶剤の劣化を招いたり、漏れを起こして危険です。

 注 意



 

11 

フタ

フタパッキン

止めネジ

タンク

５保守・点検                         
 事故や災害を未然に防ぎ、装置を長年にわたり効果的にご使用いただくためには、正しい保守・点検を 

 行うことが、最も重要です。以下の説明に従って、定期的に必ず保守と点検を行ってください。 
 

  5-1 フタパッキンの交換 
 フタパッキンは、溶剤蒸気の漏れを防ぐために大切な部品です。フタパッキンは耐久性に優れた合成ゴ 

ムですが、タンクとの接触面に傷が付いたり、ゴミやペンキ等で汚れていると密閉性が悪くなり、溶剤 
蒸気漏れが起きる可能性があります。タンクとフタパッキンの接触面は、常に清潔に保っておいてくだ 
さい。フタパッキンは、毎回蒸留作業を行う前に点検してください。損傷等が発見されていた場合は、 
以下の手順で交換してください。 

 
①タンクフタを開けてフタが立った状態にします。 
 
②右図の内フタ止めネジを、反時計方向に３回まわ 

して緩めます。 
 
③古いフタパッキンを、取り外します。 
 
④新しいフタパッキンを、少しずつ引っ張って伸ば 

しながら、外フタと内フタの溝にはめ込んで下さ 
い。この際に、フタパッキンに傷を付けたりしな 
いように注意してください。 

 
⑤内フタ止めネジを時計方向に回して、しっかりと 

締め付けます。 
 
 

5-２ ライナーバッグの交換・タンク・冷却配管の清掃 
 

● ライナーバッグは消耗品です。  
● ライナーバッグに蒸留滓が溜まったまま、再使用すると、蒸留滓が熱伝導を妨げて蒸留速度が遅くな

ります｡ 
● ライナーバッグの底部が茶色に変色して来たり、汚れがひどく蒸留速度が遅くなったら、交換してく

ださい。 
 
 

 

 
●タンク内の汚れは、性能に影響を与えます。 
 ライナーバッグの外にこぼした溶剤や、蒸留過程に起きる結露によってタンク内が汚れてしまうことがあり
ます。 

 その場合は、必ずウエス等で拭くなどしてきれいにしてください。また、タンク内の過度の汚れは、熱伝導
 性が悪くなり、蒸留速度が遅くなる等の不具合が生じます。 
 タンクの表面は、特殊アルマイト処理をしてありますが、清掃時に堅い金属製の道具を使うと、表面に傷を
 つけタンクの寿命が短くなりますのでご注意ください。 
 
●蒸留物が冷却配管を詰まらせる場合があります。 
 蒸留物が常温で粘度があったり、溶媒(用材に溶けているもの)も共に蒸留された場合、冷却配管(蒸気吸込
口からラジエターにかけて)内に残り、つまりの原因となることがあります。 

 使用後は配管内をエアーガン等で吹き、残留物を除去するか、溶剤を流し清掃してください。 
 

 注 意



 

12 

５保守・点検                         
   

5-3 タンク蓋シール圧の調節 
 

タンクのシール・ガスケットが古くなって固化し

たり、変形すると、タンク蓋のシール圧がり、溶

剤蒸気の漏れの原因になります｡ 通常、シー

ル・ガスケットを交換すると直りますが、タンク

蓋のシール圧を上げて対策する必要が有る場合、

以下の手順で調節して下さい。 

1. フロント・クランプのハンドルを下げて、右

の図の様に蓋が閉じた状態で調整を行ない

ます。 

2. 一方のスパナでセンター・ボルトが回らない

ように抑えて、他方のスパナで反時計方向に

回してロック・ナットを緩めます。 

3. 一方のスパナでセンター・ボルトを反時計方

向に 2～３回転回します。 

4. 一方のスパナでセンター・ボルトが回らないように抑えながら、バネ調節用のナット（下から 2 番目

のナット）を他方のスパナで反時計方向に１～2 回転回します。 

5. 一方のスパナでセンター・ボルトが回らないように抑えながら、他方のスパナでロック・ナットを時

計方向に回し、蓋のチューブ・ナットに当って、完全にロックする様に確り締め付けて下さい。   
これで蓋のシール圧を高める為の調整作業は完了です。 

 

5-4 ラジエターの清掃 
 

①ラジエターがオーバーヒートすると、ヒーターが自動停止し、
自己診断機能が働き、“ＲＥＡＤＹ(L)”ランプ“ＲＥＡＤＹ
(H)”ランプが点滅し、エラーコードを表示します。 
エラーコードＰ１４ ６－１参照 

 
②過熱状態が１０分以内に解消されると、自動的に蒸留運転が再
開されますが、異常が１０分以上続くとエラーコード２４と変わ
り、完全に蒸留運転が停止します。この場合、タンクの温度が 摂
氏６０度以下に下がるまで冷却ファンは止まりません。 

 
 
 
 
 
 
 
  装置の後部より定期的に点検し、汚れている場合は以下の手順でラジエターを清掃してください。 
  ①感電等の不慮の事故を避けるため、点検前に必ず電源を切ってください。 
  ②装置を前方に引き出し、後方で作業が出来るようにスペースを作ってください。 
  ③上図のようにエアーガンでエアーを吹き付け、ラジエターの裏側に付着しているチリやゴミを 

取り除いてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ラジエターが空気中の塵やゴミ等で汚れると目詰まりを起こし、冷却高率が低下します。 

 留 意

エアーブローする場合は、空気圧は約 0.4Mpa 以下にして、ラジエターを破損しないように

注意してください。 

注 意

安全外フタステー

後部パネル

ラジエター

エアーガン
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５保守・点検

5-5 ヒューズの交換
ヒューズは、モーターハウジング内に収納されている、電源制御盤上に設置されています。充分に余裕が
あるヒューズが使用されているため、切れる可能性は殆んど有りませんが、万一ヒューズが切れた場合、 
以下の手順でヒューズの交換を行ってください。

①感電等の不慮の事故を避けるため、点検前に必ず電源を切りコンセントを抜いてください。

②ドアを開けると、フロントカバーがドア上部に見えます。

③取り付けボルトを外します。

④フロントカバーの周囲を均等に少しずつ前方に引き出します｡

⑤フロントカバーを約１０㎝引き出すと、ヒューズが見えてきます。この際、電源制御板盤に接続されてい

る電線等がはずれないように、十分に気を付けてください。(下図を参照)

⑥テスター等で不良のヒューズを確認してから、正しいヒューズと交換します｡

⑦位置に気を付けながら、フロントカバーを均等に少しずつ押し込んで元に戻します。

⑮ 取り付けボルトを取り付けて、フロントカバーを元通りに取付けます。

5-6 ヒューズ規格と位置
全部で 3本のヒューズが使われていますが、 

その規格と位置は右図の通りです。 

● F1 は 30 アンペアでヒーター用です。

● F2 は 2.0 アンペアで冷却ファンモーター用です。

● F5 は 0.05 アンペアでコンピューター用は固定式で

交換出来ません｡

必ず正しい規格のヒューズを使用してください。

 注 意

Ｆ５が切れている場合、コンピューター回路

のショート等、外部の不具合が原因ですから、

必ずその原因を対策した後に、電源制御盤を

交換して下さい｡

 注 意
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６トラブル対策

装置の作動中に、蒸留効率の低下、溶剤蒸気の漏れ、異常な高熱、異音の発生、その他の異常や 故障が発生
した場合、迅速に正しい処置をとり、未然に事故や火災等を防止しなければなりません。 
そのため下記の説明をよく読んで、理解して頂くことが大切です。 

6-１ 自己診断機能

  作動中に故障、その他の不具合が発生すると自己診断機能が働き、“ＲＥＡＤＹ(L)”ランプと 
  “ＲＥＡＤＹ(H)”ランプが交互に点滅してエラーコードを表示しどのような不具合が起こった 

かを知らせます。 
コード右側に記載された説明に従って、必要な対策を取ってください。

エラー
コード

ＲＥＤランプの点滅 

考えられる原因 対 策 

READY(L) READY(H) 

１１ １ １ ●ヒーターの制御回路のセンサ

ーが断線。

１２ １ ２ ●ラジエター用サーモスタッド

の断線。

２１ ２ １ ●ヒーター回路の一部が断線。

●ヒーター回路のヒューズが切

れている。

●ヒーター回路用電線ターミナ

ルの緩み。

●ヒーターかヒーターサーモス

タッドの故障。

●ヒューズの交換

●ターミナルのネジを締め直す。

●ヒーターか

ヒーターサーモスタッドの交換

ヒーター回路用のヒューズを取り替えても

すぐに切れてしまう場合は、ヒーター回路中

のショートをチェック。

２２ ２ ２ ●ヒーター制御回路が故障し、

ヒーターがついたままになっ

ている。 

●“ＨＥＡＴ”ランプが点灯し

ていないのに、タンクの温度

が上昇する場合は、ショート

ヒーター回路制御用トランジ

スタがショートしている。

●いったん電源を切り、再び電源を入れる。

●トランジスタがショートしている場合は

電源制御盤を交換。

この表示が出たら直ちに電源を切ってくだ

さい。冷却用ラジエターが加熱気味でラジエ

ターサーモスタッドが摂氏７５度を越えた

場合にもこのコードが出ます。この故障を放

置するのは大変危険です。 

用意に検知できる異常が無くても、蒸留運転終了後に、タンク内に溶剤が多量に残って
いたり、蒸留効果の低下の疑いがある場合は、Ｐ１８ ６－３水を使った性能テストの
手順に従って水を使った試運転をすると、装置が正常に働いているかどうかが、簡単に
判定できます。
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６トラブル対策

エラー

コード

ＲＥＤランプの点滅 
状況と考えられる原因 対 策 

READY(L) READY(H) 

２３ ２ ３ ●ヒーターが一時的に遮断される。

●ラジエターが塵やゴミ等で過度に汚

れている。

●室内温度が３５度を超えている。

●ファンが緩んでモーターシャフト上

で空回りしている。

●ラジエターサーモスタッドやファン

モーターの故障。

●サーモスタッドの温度が７５度より

下がると自動通電される。

●ラジエターを清掃して塵やゴミを取

り除く。

●緩んだファンを締め直す。

●ラジエターサーモスタッドやファン

モーターを交換する。

２４ ２ ４ ●コード２３の状態が１０分以上続い

たため運転が完全停止。

●上記２３と同様。

３１ ３ １ ●タンクが空か空に近い状態。 ●タンクの中を点検してください。

●汚れた溶剤が少ない場合、追加してか

ら再始動。

３２ ３ ２ ●蒸留運転中に、供給電圧の異常低下又

は、停電により運転が一時的に中断。

●“ＯＮ”ボタンを押して蒸留運転を

再始動。

３３ ３ ３ ●蒸留運転を開始してから、６時間が経

過してもタンクが設定温度まで到達

しなかった場合。

●蒸留運転中の電圧の低下又は停電。

●再生使用としている溶剤の中に沸点

が摂氏２００度以上のものが含まれ

ている。

●過度の油性の汚れのため、沸点温度が

摂氏２００度以上に上がっているた

め。

●多くの場合、故障ではありません。

●“ＯＮ”ボタンを押して蒸留運転を

再始動。

この現象が繰り返し起こる場合は、コン

ピューターかヒーター関係の故障で、タ

ンクの温度が正常に上がらない場合も

あります。
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６トラブル対策                        
   

 

 

 

 

 

 

 

 
 

状 況 考えられる原因 対 策 

●電源コードをつなぎ、電源を入れ

ても“ＲＥＡＤＹ(L)”ランプ 

 “ＲＥＡＤＹ(L)”が点滅せず、

液晶表示が出ない。 

●電源制御盤のヒューズＦ２又はＦ４が

切れている可能性が高い。 

●ヒューズを交換。 

P10 5-4 ヒューズ交換参照 

●注入タイマーを回して，廃溶剤を

タンクに注入時に，スプラッシュ

が強く周囲に飛散する｡ 

●本機に内臓されている圧力レギュレタ

ーが正常に作動していない為、ポンプ

に供給されるエア圧が高すぎる。 

●圧力レギュレターを調整するか，交換

する。 

●注入タイマーを回して，廃溶剤を

タンクに注入時に，注入速度が遅

く，タイマーが止まっても，充分

に注入出来ない。 

●本機に供給されるエア圧が低く過ぎ

る。 

●供給されるエア圧を６Ｋｇ以上に上

げる。 

●本機に内臓されている圧力レギュレタ

ーの不具合でエア圧が低過ぎる｡ 

●圧力レギュレターを調整するか，交換

する。 

●注入ポンプが正常に働いていない。 ●注入ポンプを修理するか，交換する。

●注入ホースの接続部等，注入経路にエ

ア漏れがある。 

●接続部等を確りと閉め直しエア漏れ

もなくす。 

●注入ホースの吸入管が塗料カス等で詰

まって廃溶剤の流れを悪くしている。 

●吸入管を掃除して、目詰まり等を除

く。 

●蒸留運転が終了したのに、タンク

にたくさんの溶剤が残っている。 

●設定温度が低い。 ●設定温度を上げて、再度蒸留運転を繰

り返して最適の温度設定を見る。 

●油やグリース類清掃に使った溶剤の場

合、沸点が高くなって蒸留ができなく

なる。 

※溶剤の中には、沸点が高くこの装置で

は蒸留できないものもあります。 

●蒸留カスがタンクの底にたまりヒータ

ーの熱がタンク内の溶剤に伝わってい

ない。 

●蒸留カスは毎回取り除いてください。

●ライナーバッグの交換。 

●溶剤の蒸気フタ周辺から漏れて

いる。 

●フタパッキンが古くなって、摩耗硬化

したり傷ついている。 

●古くなったフタパッキンは、交換。 

※装置使用中に汚れた溶剤がフタパッ

キンに付着したり、傷つけたりしない

ように十分気を付けてください。 

P9 5-1 フタパッキン交換参照 

●タンク蓋パッキン接着面が過度に汚れ

ている。 

●タンクを傷つけないように汚れを取

り除く。 

※タンクのフタパッキンに面を傷つけ

ると、汚れの原因となり、タンクの交

換が必要になることもあります。 
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6-2 その他の不具合現象 
状 況 考えられる原因 対 策 

●フタパッキンやタンクのフタ

パッキン接着面に異常がない

のに溶剤の蒸気がタンクフタ

の周辺から漏れている。 

 

●フタロックスプリングのシール圧力

の低下の可能性がある。 
●タンク蓋ホールダー・バーの中部のボルト

を調節してシール圧を高める。 

※P9 5-1 タンク蓋ホールダー・バー調節

手順参照 

●冷却部分の配管内 

(蒸気吸込口からラジエターにかけて)

が詰まってしまっている。 

●配管内の清掃もしくは部品の交換。 
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６トラブル対策                        
   

6-3 水による性能テスト 
    自己診断機能による試験で異常が無くても、装置が正しく作動しているかさらに確認したい場合、 

   下記の手順で、水を使って蒸留運転をしてみることが有効です。 

    水は沸点が摂氏１００度と正確に決まっているため、作動の判定基準になります。 

 

 ①タンクから、ライナーバッグを取り除きます。 

 ②タンクに約１～２ﾘｯﾄﾙの水を入れます。 

 ③温度設定を２００度にして、蒸留運転をします。 

 ④約１５分から２０分経つと、蒸留された水が出始めます。 

 ⑤蒸留過程では、あまり温度変化無く蒸留が続きます。 

 ⑥タンク内の水がほぼ無くなると、温度が上がり始めます。 

 ⑦摂氏２００度近くに達すると、ヒーターランプが点滅を始めます。 

 ⑧約１時間後に、ヒーターランプが消えます。ファンランプは点灯しています。 

 ⑨タンクの温度が６０度まで下がると、ファンランプも消えて、冷却ファンが止まります。 

 ⑩タンク内がすっかり空になっていれば、この装置が正常に作動していることが確認されます。 
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７構成部品図・部品表                     
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７構成部品図・部品表                     
 

 

 

 

 

 

 

番号 部品名称  番号 部品名称  

1 安全外フタ 37 メインキャビネット 

2 取手(フタ・ドア共通) 38 ドア 

3 安全外フタステー 39 コンピューターコードコネクター 

5 コンピューター板 40 電源コードコネクター 

6 コントロールパネル 41 密閉筒 

7 電源コード 42 ニップル、１/２“NPT 

8 電源プラグ 43 クイック・ホース継手 

9 タンクフタ 44 モーターハウジングチューブ 

10 フタパッキン 45 ファンモーター 

11 安全外フタステー・摩擦板 46 モーターカバー 

12 タンクフタ・ホールダー・バー 47 冷却ファン 

13 下部ヒンジ 48 モーター支持スナップリング 3.5” 

14 ヒンジピンボルト 49 ユニオン・エルボウ 

15 六角ボルト 50 ニップル、１/２“NPT 

16 フロント・クランプ 51 ヒーター線ターミナル 

17 クランプレバー受け 52 ヒーター線ターミナル 

18 ヒーター端子ボックスカバー 53 ユニオン・カップラー、1/2”F 

19 バッグホルダー 54 ロング・ニップル 

20 ライナーバッグ 55 ドア板バネ 

21 蒸留タンク 56 転送用サクション・パイプ 

22 蒸気吸込口 57 ポリエチレン排出チューブ 

23 蒸気吸込口ジョイント 58 タンク注入タイマー 

25 ヒンジピン・ナット 59 クリップ付きアース線 

27 後部パベル 60 排出口チューブ 

28 後部スクリーン・パネル 61 設置調整台脚 

29 タンク断熱材 62 モーター支持Ｏリング 

31 ラジエター 63 排出口ガイド 

32 ラジエターサーモスタット 64 ホースクランプ #4 

33 ヒーターサーモスタット 65 タンク注入用ダイヤフラム・ポンプ 

34 モーター・ハウジング・フロントカバー 66 転送用ダイヤフラム・ポンプ 

35 スナップリング 68 サービス・ドア 

36 電源制御装置 69 転送タイマー 













 

 

 

 

溶剤再生機の運転開始前に必ず下記空欄に必要なことがらを 

記入してください。点検の時に大変役に立ちます。 

項 目 ご 記 入 欄 

型 式 URS600EP2CE-J ご使用開始年月日  

製造番号  ご 購 入 先 

（必須） 

※必ずご記入ください TEL       (       ) ご購入年月日  
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